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■ 入 試 情 報 

願 書 提 出  入 試 日  内 申 点 計 算 方 法  合 格 発 表  

■傾向 

教育のプロ 
トライさん 

■ 科目 別対 策 

  英 語   数 学   国 語   理 科   社 会 

山形 

５段階評価×９教科＝４５点満点 

３/１０ 
２/１９-２５ 

３/１０-１１  

■学力検査： 

■面接・適正検査： 
３/１７ 

３年生の９教科評定合計 

・昨年と比較し、受験制度に大きな変更点は見られない。推薦試験は普通科以外の学科で実施される。  
・一般試験は、内申点と学力検査（１００点満点×５教科＝５００点満点）の合計点で合否を判断する。  
・合計点に占める内申点と学力検査との点数比率は学校ごとに指定されているので確認をしておくこと。  
・注意すべき点は、少子化に伴い計画的に募集人員の削減が進んでいること。  
※平成２８年度入試では、山形中央高校（普通科）、酒田光陵高校（普通科）、米沢工業高校（工業）で募集定員の削減が行われる。 
   上記３校の受験者は注意。 

大問５問で構成。リスニング、
文法適語選択・対話文の空欄
補充、対話文読解、長文読解、
英作文で構成されている。対
話文は英文も短く易しいので
確実に得点しよう。長文読解
では英文が長く、選択肢も英
語で表記されているため、時
間内に解答するには速読力が
必要不可欠。英作文は基本的
な例文を覚え、一部を書き換
えて作文を書く練習をすると
良い。書いた英文は、必ず誰
かにチェックしてもらおう。 

大問４問で構成。大問１は計
算問題が多いので、ケアレス
ミスに注意して確実に得点し
たい。制限時間を短めに設定
した過去問演習がオススメ。
大問２では方程式の文章題、
関数のグラフ問題が頻出。大
問３は関数の利用、大問４は
図形の合同・相似から出題さ
れる。出題傾向が一定なので、
大問ごとに対策をすすめるこ
と。過去問を利用して、解法
パターンをマスターすると良
い。 

大問５問で構成。記述問題が
多いため、時間配分がポイン
トとなる。現代文以外の問題
を早く解き、現代文に多くの
時間を割きたい。 ２００字程
度の作文の出題形式は様々。
記述問題や作文に対応するた
めに、日頃から書く練習をし
て表現力を磨いておこう。古
典では歴史的仮名遣い、古語
や文法などの基本を押さえて
おくこと。また、時代背景や
考え方に触れておくと文章を
読解しやすい。 

大問８問で構成。各分野の問
題が万遍なく出題される。実
験や観察の資料をみて、グラ
フや図を書く問題、考察を書
く問題が頻出されている。用
語や実験結果を覚えるだけで
は対応できない問題が多い。
その過程や根拠を自分の言葉
で説明できるようにしよう。 
計算問題は公式を覚え、過去
問を活用して演習を重ねれば、
確実に解ける。単位や桁数な
どのケアレスミスには注意し
たい。  

大問６問で構成。地理・歴
史・公民が大問２問ずつ出題
され、各分野から偏りなく出
題される。グラフを読み解く
問題、時代背景から考察を書
く問題が頻出。年号や用語を
答えるだけでなく、知識を活
用して表現する力が求められ
る。まずは正確な知識を蓄え、
その後、記述問題を繰り返し
練習しよう。公民では身近な
時事問題が題材とされる。日
頃から、ニュースや新聞を意
識して取り組んでおきたい。 

 
 
 ※詳細については、教育委員会配布の実施要綱を確認してください。  

 

 
 
 ※平成２８年度の実施内容が公開されていないため、平成２７年度の実施内容より抜粋しております。 
  


